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は
じ
め
に

川
端
康
成
は
美
術
品
の
蒐
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。池
大
雅
と
与
謝
蕪
村
の「
十

便
十
宜
図
（
一
七
七
一
年
作
、
一
九
五
一
年
六
月
九
日
国
宝
指
定
）
や
与
謝
蕪

村
の
「
紙
本
淡
彩
十
宣
図
」（
一
七
七
一
年
作
、
一
九
五
一
年
六
月
九
日
国
宝
指

定
）、
浦
上
玉
堂
の
「
凍
雲
篩
雪
図
」（
十
九
世
紀
初
め
の
作
、
一
九
六
五
年
五
月

二
十
九
日
国
宝
指
定
）な
ど
の
国
宝
を
三
点
所
有
し
て
い
た
こ
と
も
有
名
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
度
々
、
全
国
各
地
で
展
示
会
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
の
所

蔵
量
で
あ
る
。
そ
の
美
術
品
の
中
に
は
書
も
あ
る
。
書
に
対
す
る
造
詣
も
深
く
、

自
身
も
揮
毫
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ
た
。
好
ん
で
揮
毫
し
た
文
字
の
一
つ
が
「
以

文
会
友
」
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
今
回
は
大
阪
府
立
茨
木
高
等
学
校
に
あ
る
文
学

碑
「
以
文
会
友
」
と
川
端
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
　
川
端
康
成
の
境
遇

川
端
康
成
は
明
治
三
十
二
年
六
月
十
四
日
、
大
阪
の
此
花
町
に
生
ま
れ
た
。
医

師
で
あ
っ
た
父
の
栄
吉
（
明
治
二
年
一
月
十
三
日
生
）
は
三
十
歳
で
、
母
の
ゲ
ン

（
元
治
元
年
七
月
二
十
七
日
生
）
は
三
十
四
歳
で
、
姉
の
芳
子
は
四
歳
で
あ
っ
た
。

ゲ
ン
は
素
封
家
で
あ
っ
た
黒
田
家
（
豊
里
村
）
の
次
女
で
あ
っ
た
。
川
端
家
と
黒

田
家
は
長
く
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
栄
吉
の
父
で
あ
る
三
八
郎
（
天
保
十
二

年
四
月
十
日
生
）
の
代
も
黒
田
家
か
ら
妻
を
迎
え
て
い
る
。
三
八
郎
は
川
端
康
成

の
「
十
六
歳
の
日
記
」
に
出
て
来
る
祖
父
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、妻
の
カ
ネ
（
天

保
十
年
十
月
十
日
生
）
と
と
も
に
川
端
康
成
を
「
真
綿
に
く
る
む
や
う
」
に
溺
愛

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
カ
ネ
は
後
妻
で
あ
り
、
先
妻
は
カ
ネ

の
姉
の
孝
で
あ
っ
た
。
こ
の
孝
と
カ
ネ
は
と
も
に
黒
田
家
の
出
で
あ
り
、
康
成
の

母
で
あ
る
ゲ
ン
は
姪
に
当
た
る
。
孝
の
息
子
が
恒
太
郎
（「
常
太
郎
」
の
表
記
も

あ
る
。
安
政
五
年
七
月
五
日
生
）
で
、
カ
ネ
の
息
子
が
栄
吉
で
、
と
も
に
ゲ
ン
と

は
い
と
こ
同
士
の
関
係
に
な
る
。
最
初
、
ゲ
ン
は
分
家
を
し
て
従
兄
の
恒
太
郎
を

婿
養
子
に
し
て
い
る
（
明
治
二
十
二
年
十
月
十
日
）。
庄
屋
な
ど
を
務
め
た
人
徳

の
あ
る
人
物
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
子
供
を
残
さ
な
い
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ン

は
そ
の
後
、
川
端
家
の
当
主
と
な
っ
て
い
た
義
弟
で
あ
り
従
弟
で
も
あ
る
栄
吉
と

再
婚
す
る
（「
廃
家
ノ
上
入
籍
」
明
治
三
十
一
年
七
月
九
日
）。
こ
の
夫
婦
の
間
に

生
ま
れ
た
長
女
が
芳
子
（
明
治
二
十
八
年
八
月
十
七
日
生
）
で
、
長
男
が
康
成
で

あ
る
。
芳
子
と
康
成
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
孝
と
恒
太
郎
親
子
の
死
が
な
け
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友
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れ
ば
誕
生
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
芳
子
の
誕
生
後
に

栄
吉
と
ゲ
ン
は
入
籍
し
て
お
り
、
戸
籍
に
は
「
黒
田
ゲ
ン
私
生
子
」「
即
日
生
母

ト
正
婚
ニ
依
リ
嫡
出
ト
ナ
ル
」
と
あ
り
、
後
の
川
端
に
衝
撃
を
与
え
た
。
父
の
栄

吉
は
、
開
業
の
苦
労
か
ら
か
体
が
弱
り
結
核
に
罹
患
し
て
し
ま
う
。
看
病
し
て
い

た
ゲ
ン
も
感
染
し
た
の
で
芳
子
と
康
成
は
黒
田
家
に
預
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
栄
吉

と
ゲ
ン
が
立
て
続
け
に
亡
く
な
り
、
孤
児
と
な
っ
た
姉
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
引

き
取
ら
れ
た
。
芳
子
は
ゲ
ン
の
妹
タ
ニ
の
婚
家
で
あ
る
秋
岡
家
（
鯰
江
村
）
に
預

け
ら
れ
る
が
、
十
四
歳
に
な
る
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
康
成
は
祖
父
の
三
八

郎
と
祖
母
の
カ
ネ
の
住
む
宿
久
庄
に
引
き
取
ら
れ
た
が
、
祖
母
カ
ネ
も
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
。
直
系
の
親
族
は
祖
父
だ
け
に
な
り
、
そ
の
祖
父
が
中
学
校
三
年
生
の

時
に
亡
く
な
る
。
所
謂
天
涯
孤
独
に
な
っ
た
頃
を
書
い
た
の
が「
十
六
歳
の
日
記
」

で
あ
る
。

川
端
康
成
は
明
治
四
十
五
年
に
大
阪
府
立
茨
木
中
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。

「
十
六
歳
の
日
記
」
に
は
「
学
校
は
楽
園
で
あ
る
」
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
頃

の
茨
木
中
学
校
は
、
当
時
の
中
学
校
と
し
て
は
珍
し
く
、
全
生
徒
に
毎
日
「
生
徒

日
誌
」
を
書
か
せ
る
指
導
を
し
て
い
る
。
茨
木
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
詳
細
な
記

録
の
一
部
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
頃
の
川
端
康
成
の
日
誌
の
一
部
は
川
端

康
成
全
集
で
確
認
で
き
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
大
宅
壮
一
の
日
誌
で
あ
る
。
彼
は

生
涯
の
う
ち
に
残
し
た
日
誌
は
こ
の
茨
木
中
学
校
時
代
の
日
誌
だ
け
だ
っ
た
と
い

う
。「
青
春
日
記
」
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
康
成
と
同
じ
話
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
当
時
の
茨
木
中
学
生
た
ち
は
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
よ
り
よ
い
文
章
を
書
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
康
成
も
中
学
二
年
生
の

頃
か
ら
ア
ジ
ア
人
で
初
の
受
賞
と
な
っ
た
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（
1
）

の
影
響
で
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
目
指
し
て
努
力
を
重
ね
て
い
た
。
中
学
三
年
生

の
時
に
は
祖
父
の
病
状
が
悪
化
し
て
い
る
が
、
百
枚
書
い
た
ら
祖
父
が
助
か
る
と

い
う
願
掛
け
の
よ
う
な
動
機
で
「
十
六
歳
の
日
記
」
を
書
き
始
め
た
と
し
て
い
る
。

そ
の
願
い
も
空
し
く
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
黒
田
家
や
秋
岡
家
の

世
話
に
な
る
。
し
か
し
ど
ち
ら
の
家
も
茨
木
中
学
校
に
通
う
に
は
遠
す
ぎ
た
の
で

寄
宿
舎
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
寄
宿
舎
で
の
縁
が
、
後
の
作
家
川
端
康
成
の

誕
生
と
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

茨
木
中
学
校
の
寄
宿
舎
は
、
教
員
が
舎
監
と
し
て
入
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま

り
学
校
で
も
寄
宿
舎
で
も
顔
を
突
き
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
康
成
は
茨
木
中
学
校

の
教
員
の
中
で
も
取
り
分
け
倉
崎
仁
一
郎
と
い
う
英
語
教
師
を
信
奉
し
て
い
た
。

日
記
に
も
数
多
く
登
場
し
、
親
の
よ
う
に
慕
っ
て
い
た
の
が
分
か
る
。
五
年
間
を

通
し
て
徐
々
に
成
績
が
低
下
し
て
い
る
の
だ
が
、
英
語
の
成
績
だ
け
は
五
年
間
常

に
上
位
を
保
っ
て
い
る
。
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
の
は
英
文
学
科
で
あ
っ
た

が
、教
員
と
の
関
係
か
ら
国
文
学
科
に
転
科
し
て
か
ら
卒
業
し
て
い
る
。こ
う
い
っ

た
点
か
ら
も
倉
崎
仁
一
郎
の
影
響
の
大
き
さ
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
倉
崎
仁
一
郎

は
文
学
に
対
す
る
造
詣
が
深
い
こ
と
で
も
、
地
元
の
新
聞
記
者
に
ま
で
知
ら
れ
て

お
り
、
康
成
た
ち
を
魅
了
し
て
い
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
い
よ
い
よ
卒
業
と
い

う
一
か
月
前
に
、
こ
の
倉
崎
仁
一
郎
が
脳
溢
血
で
急
逝
す
る
。
悲
し
み
に
暮
れ
た

生
徒
た
ち
は
学
年
会
の
中
で
、
先
生
の
棺
を
自
分
た
ち
で
担
ぐ
こ
と
を
決
め
た
。

総
勢
八
十
八
人
の
生
徒
た
ち
に
交
替
で
担
が
れ
た
倉
崎
仁
一
郎
の
棺
は
、
茨
木
町

の
人
た
ち
が
見
守
る
中
見
送
ら
れ
た
。当
時
、遠
方
に
ま
で
こ
の
美
談
は
知
れ
渡
っ

た
よ
う
で
、
翌
年
入
学
し
た
同
窓
生
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
。

倉
崎
仁
一
郎
の
葬
式
は
生
徒
た
ち
に
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
、
学
年
を
越
え
て

そ
の
日
誌
に
残
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
十
名
の
日
誌
が
抜
粋
さ
れ
、「
故
倉
崎
仁

一
郎
先
生
追
悼
号
」（
大
正
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
川
端
康
成
の
日
誌
は
別
の

舎
監
で
国
語
教
員
で
あ
っ
た
満
井
成
吉
を
介
し
て
石
丸
梧
平
に
託
さ
れ
た
。
石
丸

梧
平
は
茨
木
中
学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
満
井
成
吉
と
親
交
を

結
ん
で
い
る
。当
時
は
大
阪
で「
団
欒
」と
い
う
家
庭
文
芸
雑
誌
を
主
宰
し
て
お
り
、

そ
の
雑
誌
に
無
名
の
中
学
生
の
文
章
を
掲
載
し
た
。
川
端
康
成
は
作
家
を
志
し
て

茨
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い
た
半
面
、作
文
の
成
績
が
芳
し
く
な
か
っ
た
。「
文
章
は
抜
群
だ
が
内
容
が
女
々

し
い
」
と
い
う
評
価
が
関
係
し
て
い
た
の
か
低
迷
し
て
い
た
。
そ
れ
を
突
破
し
た

の
が
こ
の
生
徒
葬
の
美
談
だ
っ
た
。
琴
線
に
触
れ
る
文
章
に
目
覚
め
た
の
も
こ
の

生
徒
葬
が
関
係
し
て
い
る
。

こ
の
時
の
日
記
は
「
生
徒
の
肩
に
柩
を
の
せ
て
」（「
団
欒
」
大
正
六
年
三
月
）

と
し
て
雑
誌
掲
載
さ
れ
、作
家
と
し
て
活
躍
し
始
め
た
時
に
「
倉
木
先
生
の
葬
式
」

（「
キ
ン
グ
」
昭
和
二
年
三
月
）
と
し
て
世
に
出
し
た
。
そ
の
後
、
同
じ
内
容
で
戦

後
に
「
師
の
棺
を
肩
に
」（「
東
光
少
年
」
昭
和
二
十
四
年
六
月
）
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
生
徒
葬
と
い
う
出
来
事
の
延
長
線
上
に
茨
木
中
学
校
の「
以
文
会
友
」が
あ
っ

た
こ
と
を
考
察
す
る
。

二
　
生
徒
葬
の
美
談

大
正
六
年
一
月
二
十
九
日
未
明
に
、
茨
木
中
学
校
の
英
語
教
師
で
あ
る
倉
崎
仁

一
郎
が
脳
溢
血
で
急
死
し
た
（
二
月
一
日
は
五
十
歳
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
）。
翌

朝
茨
木
中
学
校
は
大
騒
ぎ
に
な
る
。川
端
康
成
は
寄
宿
舎
で
こ
の
報
を
受
け
た
が
、

舎
監
で
国
語
教
師
の
満
井
成
吉
（
茨
木
中
学
の
同
窓
生
）
が
狼
狽
し
て
い
る
様
子

を
「
倉
木
先
生
の
葬
式
」（「
キ
ン
グ
」
昭
和
二
年
三
月
）、「
師
の
棺
を
肩
に
」（「
東

光
少
年
」
昭
和
二
十
四
年
六
月
）
と
二
つ
の
小
説
に
し
て
い
る
。
こ
の
倉
崎
仁
一

郎
は
川
端
康
成
ら
茨
木
中
学
十
八
回
生
達
の
担
任
で
、
卒
業
を
目
前
に
し
て
の
急

逝
で
あ
っ
た
。
加
藤
逢
吉
校
長
の
片
腕
と
言
わ
れ
、
風
紀
委
員
長
も
務
め
た
人
望

熱
い
人
物
で
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
親
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
い
た
。

授
業
ど
こ
ろ
で
は
な
い
五
年
生
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
体
育
教
師
で
あ
っ

た
杉
本
傳
（
近
代
水
泳
の
父
、
茨
木
中
学
の
同
窓
生
）
は
、
体
育
時
間
を
学
年
級

会
の
時
間
と
し
て
提
供
し
た
。
八
十
八
人
の
生
徒
た
ち
は
、「
ク
ラ
っ
さ
ん
（
倉

崎
仁
一
郎
の
愛
称
）」
の
死
を
受
け
て
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
う
。

遺
族
へ
の
寄
付
や
墓
の
こ
と
等
多
岐
に
及
ん
だ
が
、
結
局
中
学
生
の
本
分
を
考
え

て
先
生
の
棺
を
全
員
で
担
ぐ
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
こ
の
決
定
を
受
け
て
杉
本
傳
は

生
徒
葬
が
実
現
す
る
よ
う
、
学
校
と
同
窓
会
に
働
き
か
け
る
の
で
あ
る
。

最
初
の
問
題
は
葬
儀
場
の
確
保
で
あ
っ
た
。
倉
崎
仁
一
郎
は
禅
宗
で
、
茨
木
で

の
檀
家
寺
で
あ
っ
た
本
源
寺
（
こ
の
時
点
で
倉
崎
仁
一
郎
は
、
十
歳
の
次
女
、
生

後
一
ケ
月
の
次
男
、
生
後
六
か
月
の
三
男
を
立
て
続
け
に
亡
く
し
て
い
る
）
の
本

堂
は
手
狭
で
あ
っ
た
。
倉
崎
仁
一
郎
は
島
根
県
の
松
江
中
学
校
の
出
身
だ
が
、
松

江
で
の
檀
家
寺
は
桐
岳
寺
と
い
う
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
。
本
源
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺

派
で
あ
る
。
当
時
の
本
源
寺
の
本
堂
は
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
古
地
図
な
ど
で
も
確

認
で
き
る
。
二
年
前
に
行
わ
れ
た
茨
木
中
学
校
創
立
二
十
周
年
の
式
典
で
は
、
百

人
近
い
卒
業
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。殆
ど
が
倉
崎
仁
一
郎
の
教
え
子
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
葬
儀
は
多
く
の
参
列
者
が
見
込
ま
れ
た
の
で
、
相
応
の
広
さ
の
あ

る
本
堂
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
茨
木
中
学
校
の
近
隣
で
、
尚
且
つ
倉
崎
仁

一
郎
の
住
居
に
近
か
っ
た
の
が
真
宗
大
谷
派
の
茨
木
別
院
で
あ
っ
た
、
当
時
の
檀

家
総
代
が
久
敬
会
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
本
山
と
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

結
果
と
し
て
本
山
か
ら
特
例
と
し
て
葬
儀
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。
こ
れ
も
同
窓
会
で
あ
る
久
敬
会
の
尽
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
川
端
も
知
っ
て
お
り
、「
倉
木
先
生
の
葬
式
」
で
は
「
葬

儀
は
大
き
い
真
宗
の
本
堂
で
行
は
れ
た
。
先
生
の
家
に
宗
旨
に
従
っ
て
禅
宗
の
儀

式
だ
っ
た
が
、
真
宗
寺
の
僧
侶
が
特
別
の
好
意
で
式
場
を
貸
し
て
く
れ
た
の
だ
っ

た
。」
と
触
れ
て
い
る
。「
特
別
の
好
意
」
と
い
う
の
が
生
徒
葬
に
は
随
所
で
見
ら

れ
る
。

次
の
問
題
は
棺
の
重
さ
で
あ
る
。
倉
崎
先
生
は
身
長
が
五
尺
四
寸
四
分
（
約

一
六
五
セ
ン
チ
）
で
、
体
重
が
二
十
貫
四
百
匁
（
七
十
六
・
五
キ
ロ
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
八
十
八
人
の
生
徒
た
ち
が
提
灯
、
旗
、
花
輪
、
棺
と
役
割
分
担

を
し
て
解
決
し
た
。
特
に
棺
は
担
ぎ
手
と
控
え
が
交
替
し
な
が
ら
倉
崎
家
か
ら
別

川
端
康
成
と
「
以
文
会
友
」　
― 

島
根
県
中
学
校
の
同
窓
学
生
会
願
書
に
つ
い
て 

―
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﨑
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院
、
別
院
か
ら
葬
儀
場
へ
と
担
い
だ
。
学
年
級
会
の
夜
は
倉
崎
邸
で
近
親
者
に
よ

る
通
夜
が
行
わ
れ
た
。
翌
三
十
一
日
の
十
五
時
に
、
自
宅
よ
り
出
棺
し
て
、
茨
木

別
院
ま
で
運
ぶ
。
久
敬
会
の
会
員
は
六
百
人
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
う
ち
五
百
人

が
駆
け
付
け
た
と
い
う
か
ら
、
倉
崎
仁
一
郎
の
人
望
の
程
が
分
か
る
。
こ
の
「
三

町
に
渡
る
葬
列
」
の
様
子
は
当
時
の
茨
木
の
人
々
の
評
判
に
な
っ
た
こ
と
が
同
窓

会
の
記
事
な
ど
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
葬
列
も
葬
儀
場
の
問
題
と
同
じ
く
、
茨
木

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
協
力
で
解
決
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
が
火
葬
場
へ
運
ぶ
日
程
で
あ
っ
た
。
通
常
は
通
夜
、
葬
儀
の

後
に
火
葬
場
に
て
荼
毘
に
付
す
流
れ
に
な
る
が
、
倉
崎
仁
一
郎
の
場
合
は
そ
う
で

き
な
い
事
情
が
あ
っ
た
。
親
族
が
遠
方
に
い
て
、
葬
儀
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。最
後
に
一
目
合
わ
せ
て
か
ら
荼
毘
に
付
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

火
葬
場
に
運
ぶ
の
は
葬
儀
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
倉
崎
仁
一
郎
の
葬
儀
に

は
後
述
す
る
親
族
が
出
席
予
定
で
あ
っ
た
。
妻
の
寿
恵
は
持
病
と
風
邪
で
臥
せ
っ

て
お
り
、葬
儀
へ
の
参
列
は
見
送
っ
た
。
長
女
の
シ
ヅ
は
従
兄
の
長
谷
川
清
治（
後

の
撫
順
製
油
工
場
長
）
に
嫁
ぎ
、
こ
の
時
は
岩
手
の
釜
石
に
い
た
。
こ
の
夫
婦
は

遠
方
か
ら
遅
れ
て
到
着
し
た
。
長
男
の
義
郎
は
東
京
の
逓
信
学
校
か
ら
戻
り
、
三

女
の
道
は
東
京
の
女
子
師
範
学
校
か
ら
戻
り
葬
儀
に
参
加
し
た
。
四
女
の
敏
は
尋

常
小
学
校
一
年
生
で
、唯
一
倉
崎
仁
一
郎
と
同
居
し
て
い
た
子
供
で
あ
っ
た
。（
こ

の
家
族
構
成
が
後
の
「
倉
木
先
生
の
葬
式
」
に
お
い
て
「
孤
児
の
お
嬢
さ
ん
」
の

モ
チ
ー
フ
に
つ
な
が
る
）
松
江
か
ら
兄
の
倉
崎
金
之
助
（
松
江
中
学
校
英
語
教
師
）

が
、
東
京
か
ら
弟
の
倉
崎
清
（
陸
軍
少
将
）
が
到
着
し
た
。
彼
ら
の
為
に
葬
儀
と

火
葬
の
日
は
遅
ら
せ
た
。

二
度
目
の
通
夜
は
五
年
生
八
十
八
人
が
残
っ
た
。
当
初
は
翌
日
の
授
業
に
差
し

障
り
が
あ
る
の
で
帰
宅
を
促
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
重
ね
着
を
し
て
戻
っ
て
き
た

と
い
う
。
寺
の
跡
取
り
息
子
の
藤
波
大
超
や
本
田
正
応
等
が
い
た
の
で
、
彼
ら
の

読
経
に
合
わ
せ
て
全
員
が
合
掌
を
し
た
と
い
う
。翌
朝
の
二
月
一
日
は
長
田（
ち
ょ

う
だ
）
の
火
葬
場
に
向
け
て
、
突
抜
町
、
東
外
町
を
経
由
し
て
棺
を
担
い
だ
。
生

き
て
い
れ
ば
倉
崎
仁
一
郎
の
満
五
十
歳
の
誕
生
日
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
前

述
の
兄
、
倉
崎
金
之
助
と
そ
の
娘
理
喜
子
が
、
長
女
シ
ヅ
と
そ
の
夫
の
長
谷
川
清

治
が
そ
れ
ぞ
れ
駆
け
付
け
た
。
生
徒
葬
に
対
し
て
兄
の
金
之
助
は
「
教
師
冥
利
に

尽
き
る
」
と
涙
を
流
し
て
感
謝
を
し
て
い
る
。
荼
毘
に
付
さ
れ
た
の
を
確
認
し
た

生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
花
輪
の
白
い
花
を
貰
っ
て
、
通
常
授
業
を
受
け
る
た
め

に
茨
木
中
学
校
に
登
校
し
た
。
こ
の
前
代
未
聞
の
葬
儀
も
生
徒
た
ち
の
協
力
に
よ

り
無
事
に
実
現
さ
れ
た
。

そ
の
後
、こ
の
出
来
事
を
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
生
徒
日
誌
」
に
記
し
た
。

出
来
の
良
い
も
の
十
名
の
生
徒
の
日
誌
が
集
め
ら
れ
て
、
翌
年
の
「
故
倉
崎
仁
一

郎
先
生
追
悼
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
五
年
生
が
六
名
、
下
級
生
は
一
学
年
一
名
ず

つ
選
出
さ
れ
た
（
成
績
上
位
者
、
首
席
で
あ
っ
た
）。
そ
の
中
に
川
端
康
成
の
名

前
は
な
い
。
こ
の
作
文
は
成
績
上
位
者
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
川
端
の
席

次
は
三
十
五
番
で
、
意
外
な
こ
と
に
作
文
の
成
績
は
五
十
三
点
と
ほ
ぼ
最
下
位
で

あ
っ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
を
目
指
し
な
が
ら
、
評
価
さ
れ
な
い
苦
し
い
時
期
に

い
た
。
文
章
は
上
手
だ
が
中
身
が
な
い
と
い
う
の
が
教
師
た
ち
の
見
解
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
生
徒
葬
の
印
象
を
書
い
た
日
誌
を
、
国
語
・
漢
文
の
教
師
で
あ
っ

た
満
井
成
吉
舎
監
に
見
出
さ
れ
た
。
茨
木
中
学
校
は
絆
の
大
切
さ
を
教
育
し
て
い

た
学
校
で
、
校
歌
に
「
書
経
」「
易
経
」
を
引
用
し
て
公
に
奉
仕
す
る
こ
と
や
協

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。
折
し
も
日
本
初
の
プ
ー
ル
（「
水
泳
場
」

と
呼
ば
れ
た
池
）
を
生
徒
た
ち
の
勤
労
奉
仕
で
作
成
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
一
致
団
結
す
る
姿
に
感
動
す
る
人
々
の
様
子
、
ま
た
生
徒
た
ち
に
滅
私

奉
公
し
た
倉
崎
仁
一
郎
の
姿
を
描
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。
満
井
成
吉

は
旧
友
の
石
丸
梧
平
に
こ
の
文
章
を
送
っ
た
。
受
け
取
っ
た
石
丸
梧
平
は
多
少
添

削
し
て
か
ら
無
名
の
中
学
生
で
あ
っ
た
川
端
康
成
の
文
章
を
自
身
の
主
宰
す
る
雑

誌
「
団
欒
」
に
掲
載
し
た
。
与
謝
野
晶
子
や
斎
藤
茂
吉
等
の
著
名
人
が
名
を
連
ね

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
七
十
号
　（
二
〇
二
一
）
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る
雑
誌
で
あ
っ
た
。
葬
儀
の
写
真
は
巻
頭
に
載
せ
る
と
い
う
待
遇
で
あ
っ
た
。
葬

儀
が
実
現
し
た
こ
と
と
同
様
に
、
雑
誌
が
掲
載
さ
れ
る
ま
で
に
は
久
敬
会
の
人
々

の
尽
力
が
あ
っ
た
。
川
端
康
成
も
こ
の
件
で
、「
感
動
す
る
」
テ
ー
マ
を
書
く
こ

と
を
会
得
し
た
の
で
あ
る
。
一
年
後
の
日
記
に
は
、
作
文
は
一
高
の
ク
ラ
ス
で
一

番
の
成
績
だ
っ
た
と
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
川
端
康
成
は
「
団
欒
」
に
掲
載

さ
れ
た
時
の
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

倉
崎
先
生
は
私
が
五
年
生
の
冬
に
急
死
さ
れ
た
。
教
へ
子
の
五
年
生
が
葬

式
萬
端
に
奉
仕
し
た
。
校
葬
で
あ
つ
た
ら
う
が
、
生
徒
葬
と
言
つ
て
も
よ

く
、
教
へ
子
が
柩
を
か
つ
い
で
寺
へ
行
き
、
五
年
生
全
員
が
寺
で
通
夜
を

し
、
焼
場
ま
で
送
つ
た
。
／
私
は
そ
の
記
事
を
書
い
て
、
當
時
石
丸
梧
平

氏
が
大
阪
で
發
行
し
て
ゐ
た
雑
誌
「
団
欒
」
に
投
稿
し
た
。
石
丸
氏
か
ら

感
動
し
た
と
の
返
書
が
あ
り
、「
団
欒
」に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
確
か「
師

の
柩
を
肩
に
」
と
い
ふ
題
も
石
丸
氏
が
つ
け
て
く
れ
た
と
思
ふ
。
し
か
し

三
十
枚
ほ
ど
の
長
文
が
ず
ゐ
ぶ
ん
削
減
さ
れ
て
ゐ
た
。（
中
略
）
私
の
書

い
た
も
の
が
雑
誌
に
出
た
は
じ
め
は
、
こ
の
「
師
の
柩
を
肩
に
」
で
あ
つ

た
。（
川
端
康
成
「
独
影
自
命
」
昭
和
二
十
四
年
九
月
）

こ
の
後
も
、
度
々
川
端
康
成
は
倉
崎
仁
一
郎
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
小
説
に
し

た
り
随
筆
に
書
い
た
り
し
て
度
々
文
章
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
川
端
康
成
と
っ
て

茨
木
中
学
校
と
は
、
倉
崎
仁
一
郎
と
そ
の
生
徒
葬
と
同
義
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
中

学
校
三
年
生
の
時
を
題
材
に
し
た
「
十
六
歳
の
日
記
」
を
処
女
作
と
位
置
付
け
て

い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
作
家
と
し
て
の
芽
生
え
は
こ
の
茨
木
中
学
校
時

代
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

三
　
茨
木
高
校
の
文
学
碑
「
以
文
会
友
」

川
端
康
成
の
母
校
で
あ
る
大
阪
府
立
茨
木
中
学
校
は
、
今
の
大
阪
府
立
茨
木
高

等
学
校
で
あ
る
。
同
校
の
構
内
に
は
川
端
康
成
の
「
以
文
会
友
」
と
い
う
揮
毫
を

も
と
に
作
成
さ
れ
た
石
碑
が
あ
る
。
昭
和
四
十
三
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
記
念
に
、
久
敬
会
（
茨
木
中
学
校
・
茨
木
高
等
学
校
の
同
窓
会
）
が
昭
和

四
十
四
年
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
久
敬
会
の
当
時
の
会
長
と
理
事
長
が
鎌
倉

の
川
端
邸
を
訪
問
し
て
揮
毫
を
依
頼
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
十
月
二
日
に
、
同

校
の
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
が
体
育
館（
茨
木
童
子
の
角
が
モ
チ
ー
フ
の
屋
根
）

で
挙
行
さ
れ
た
。
そ
の
時
に
記
念
講
演
と
し
て
、
卒
業
生
で
あ
る
川
端
康
成
（
中

学
校
十
八
回
生
）
と
、
大
宅
壮
一
（
退
学
し
た
が
中
学
校
二
十
一
回
生
と
し
て
入

学
）
を
招
い
て
い
る
。
こ
の
時
に
久
敬
会
は
記
念
と
し
て
二
人
に
色
紙
を
書
い
て

も
ら
っ
た
。
川
端
康
成
は
「
以
文
会
友
」
を
、
大
宅
壮
一
は
「
男
の
顔
は
履
歴
書

で
あ
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
同
校
に
寄
贈
し
た
。
昭
和
六
十
年
に
こ
の
色
紙
は

表
具
師
に
よ
り
表
装
さ
れ
て
、
同
窓
会
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
あ

り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
記
念
と
し
て
「
以
文
会
友
」
の
建
立
が
企
画
さ
れ
た
。
こ

の
経
緯
か
ら
も
同
校
の
同
窓
会
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
窺
い
知
れ
る
。

こ
の
時
に
対
応
し
た
う
ち
の
一
人
が
、
当
時
の
茨
木
高
等
学
校
の
国
語
教
員
で

あ
っ
た
山
脇
謙
吉
で
あ
っ
た
。
高
校
生
に
川
端
康
成
作
品
か
ら
推
薦
図
書
は
な
い

か
を
質
問
し
た
際
、
川
端
康
成
は
自
分
の
作
品
は
高
校
生
に
は
早
す
ぎ
る
の
で
、

夏
目
漱
石
を
読
む
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。
実
は
こ
の
や
り
と
り
を
し
た
山
脇
謙

吉
は
前
述
の
満
井
成
吉
の
次
男
で
あ
る
。
満
井
成
吉
は
山
脇
家
に
生
ま
れ
た
が
、

優
秀
だ
っ
た
こ
と
で
中
学
校
時
代
（
茨
木
中
学
校
在
学
中
）
に
親
戚
の
満
井
家
に

養
子
に
行
く
。
卒
業
と
同
時
に
宮
脇
家
に
養
子
に
行
き
一
女
を
も
う
け
る
（
こ
の

長
女
愛
子
は
成
吉
の
後
に
宮
脇
を
継
い
だ
芳
三
の
妻
に
な
る
）。
妻
の
死
後
、
満

井
姓
に
戻
る
。
長
男
は
夭
折
し
、
次
男
を
自
分
の
生
家
山
脇
家
の
養
子
に
出
す
。

こ
の
次
男
が
件
の
謙
吉
で
あ
る
。
成
吉
は
、川
端
の
日
記
の
中
で
は
「
山
脇
成
吉
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
川
端
康
成
の
「
生
徒
の
肩
に
柩
を
の
せ
て
」
を
石
丸
梧
平

の
「
団
欒
」
に
紹
介
し
た
満
井
成
吉
と
同
じ
人
物
で
あ
る
。
こ
の
時
、
山
脇
謙
吉

川
端
康
成
と
「
以
文
会
友
」　
― 

島
根
県
中
学
校
の
同
窓
学
生
会
願
書
に
つ
い
て 

―
　
　
　
宮
﨑

五
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は
満
井
成
吉
の
息
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
名
乗
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
恩
人
の
息
子

と
知
ら
ず
に
対
談
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
因
み
に
こ
の
話
は
山
脇
謙
吉
の
息
子

の
山
脇
幹
夫
氏
か
ら
の
情
報
で
あ
る
。
川
端
康
成
は
、
茨
木
中
学
校
の
縁
で
雑
誌

に
初
掲
載
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。卒
業
し
て
か
ら
も
文
学
碑
を
建
立
さ
れ
る
な
ど
、

同
窓
会
と
の
関
り
が
強
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
逸
話
で
あ
る
。

前
述
の
倉
崎
仁
一
郎
の
葬
儀
は
茨
木
中
学
校
十
八
回
生
た
ち
に
と
っ
て
は
印
象

深
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
、
時
折
同
窓
会
報
で
法
要
や
遺
族
の
話
を
共
有
し
て
い

る
。
昭
和
四
十
一
年
に
は
倉
崎
仁
一
郎
の
五
十
回
忌
の
法
要
が
久
敬
会
主
催
で
行

わ
れ
て
い
る
。
川
端
康
成
は
出
席
し
て
い
な
い
が
香
典
を
出
し
て
い
る
。
大
正
六

年
の
倉
崎
仁
一
郎
の
急
死
か
ら
、「
生
徒
の
肩
に
柩
を
の
せ
て
」（「
団
欒
」
大
正

六
年
三
月
）
で
注
目
さ
れ
、「
倉
木
先
生
の
葬
式
」（「
キ
ン
グ
」
昭
和
二
年
三
月
）

で
は
か
な
り
評
判
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
時
、
久
敬
会
及
び
加
藤
逢
吉
校
長
か

ら
依
頼
が
あ
り
、
昭
和
七
年
の
久
敬
会
会
報
に
「「
師
の
柩
を
肩
に
し
た
者
」（
久

敬
会
会
報
昭
和
七
年
）
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
し
て
「
師
の
棺
を
肩
に
」

（「
東
光
少
年
」
昭
和
二
十
四
年
六
月
）
を
書
い
て
い
る
。
以
上
の
事
か
ら
「
以
文

会
友
」
の
揮
毫
の
際
に
中
学
校
時
代
の
生
徒
葬
を
思
い
出
さ
な
い
筈
は
な
い
と
言

え
る
。「
以
文
会
友
」
の
文
学
碑
の
落
成
式
の
時
の
言
葉
が
残
っ
て
い
る
。

碑
文
の
「
以
文
会
友
」
―
こ
れ
は
「
論
語
」
に
あ
る
言
葉
で
あ
り
ま
し
て
、

「
文
」
は
文
学
と
い
う
狭
い
意
味
で
は
な
く
、
ま
あ
、
文
化
一
般
、
あ
る

い
は
道
徳
・
倫
理
、
あ
る
い
は
誠
の
心
・
美
し
い
心
・
優
し
い
心
―
そ
う

い
う
よ
う
な
も
の
に
よ
り
ま
し
て
”友

“
と
会
い
ま
し
て
、
友
人
を
つ

く
っ
て
、
つ
ま
り
人
間
が
結
ば
れ
る
。
結
ば
れ
あ
う
と
い
う
よ
う
な
意
味

で
、
こ
れ
は
非
常
に
広
い
色
々
な
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
。（
川
端
康
成
「
川
端
文
学
碑
の
除
幕
式
で
の
挨
拶
」
音
声　

昭
和

四
十
四
年
十
月
二
十
六
日　

久
敬
会
所
蔵
）

川
端
康
成
は
茨
木
中
学
校
で
青
春
時
代
を
過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
家
に
な

る
夢
に
近
づ
い
た
。
茨
木
中
学
校
時
代
、
取
り
分
け
成
績
が
よ
く
楽
し
み
に
し
て

い
た
の
が
倉
崎
仁
一
郎
の
英
語
の
授
業
で
あ
っ
た
。
倉
崎
仁
一
郎
は
文
学
へ
の
造

詣
が
深
か
っ
た
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
よ
う
だ
。
川
端
康
成
の
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は

倉
崎
仁
一
郎
の
影
響
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
久
敬
会
が
尽
力
し
て
奇
跡
が
起

こ
っ
た
こ
と
も
こ
の
言
葉
の
「
結
ば
れ
あ
う
」
に
当
て
は
ま
る
。
ま
さ
に
茨
木
中

学
校
が
推
進
し
て
い
た
人
と
の
絆
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
以
文
会
友
」
は
「
論
語
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、続
き
が
あ
る
。

「
曾
子
曰
、
君
子
以
文
会
友
、
以
友
輔
仁
」（「
論
語
」
顔
淵
第
十
二
―
二
十
四
）

で
あ
る
が
「
曾
子
曰
い
わ
く
、
君
子
は
文
を
以
て
友
を
会
し
、
友
を
以
て
仁
を
輔

く
」
と
読
み
、
君
子
は
学
問
に
よ
っ
て
友
達
を
集
め
、
友
だ
ち
に
よ
っ
て
仁
徳
を

達
成
す
る
助
け
と
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
に
訳
さ
れ
る
。興
味
深
い
の
は「
以

文
会
友
」
の
後
に
続
く
「
以
友
輔
仁
」
で
あ
る
。「
友
に
よ
っ
て
仁
（
一
郎
先
生
）

を
輔
く
」
と
見
立
て
た
場
合
、
八
十
八
人
の
生
徒
達
が
倉
崎
仁
一
郎
の
棺
を
担
ぐ

イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
。
実
は
こ
の
「
以
文
会
友
」
と
い
う
言
葉
や
考
え
方
は
倉
崎

仁
一
郎
が
教
え
た
可
能
性
が
高
い
の
だ
。

四
　
倉
崎
仁
一
郎
の
同
窓
会
発
足
の
「
願
書
」

倉
崎
仁
一
郎
は
慶
応
四
年
二
月
一
日
に
松
江
の
北
堀
町
に
生
ま
れ
た
。
三
歳
年

上
の
兄
、
倉
崎
金
之
助
と
と
も
に
松
江
中
学
校
に
入
学
す
る
。
二
人
と
も
優
秀
な

生
徒
だ
っ
た
が
経
済
的
な
理
由
で
、
他
の
同
級
生
た
ち
が
進
学
す
る
中
、
教
員
心

得
を
し
な
が
ら
、
教
員
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
兄
の
金
之
助
は
首
席
で
、
首

席
を
競
っ
た
相
手
は
後
の
内
閣
総
理
大
臣
に
な
る
若
槻
禮
次
郎
や
岸
清
一
で
あ
っ

た
か
ら
、
そ
の
優
秀
さ
が
桁
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

松
江
中
学
校
は
か
の
小
泉
八
雲
が
い
た
学
校
で
あ
る
。
倉
崎
仁
一
郎
と
は
時
期

が
ず
れ
て
い
る
が
、
西
田
千
太
郎
（
2
）
を
介
し
て
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
小
泉
八

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
七
十
号
　（
二
〇
二
一
）

六
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雲
が
信
頼
し
た
松
江
中
学
校
の
教
頭
で
あ
っ
た
西
田
千
太
郎
は
倉
崎
仁
一
郎
の
知

己
で
あ
る
。
倉
崎
仁
一
郎
が
帰
省
す
る
度
に
会
食
を
し
て
い
る
様
子
が
『
西
田
千

太
郎
日
記
』
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
小
泉
八
雲
の
旧
居
も
北
堀
町
で
、
倉
崎
家

と
堀
を
挟
ん
で
向
か
い
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
同
じ
町
内
で
英
語
が
で

き
る
人
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
上
、
親
族
に
よ
る

と
倉
崎
家
と
小
泉
八
雲
と
は
交
流
が
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
兄
の
倉

崎
金
之
助
は
日
本
で
初
め
て
小
泉
八
雲
の
文
章
を
教
材
と
し
て
使
用
し
た
英
語
教

師
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
倉
崎
仁
一
郎
は
世
界
の
文
学
に
通
じ
て
い
て
、
そ
れ
を

授
業
中
に
話
す
こ
と
で
生
徒
た
ち
を
魅
了
し
て
い
た
と
い
う
。
小
泉
八
雲
の
文
学

観
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
内
容
を
生
徒
た
ち
に
話
し
て
い
た
可

能
性
も
高
い
。

倉
崎
仁
一
郎
の
松
江
中
学
校
の
同
窓
で
、
伊
原
青
々
園
（
3
）（
本
名
は
敏
郎
）

と
い
う
文
筆
家
が
い
る
。
坪
内
逍
遥
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
後
に
早
稲
田
大

学
で
書
簡
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
倉
崎
仁
一
郎
か
ら
伊
原
青
々
園
へ
の
書
簡
を
見

る
限
り
、
か
な
り
の
数
の
外
国
文
学
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
い
る
。
伊
原
青
々
園

は
坪
内
逍
遥
と
も
親
し
か
っ
た
の
で
、
一
教
師
を
し
て
い
た
倉
崎
仁
一
郎
は
羨
望

の
ま
な
ざ
し
で
見
て
い
た
よ
う
だ
。
反
対
に
伊
原
青
々
園
は
子
供
が
い
な
か
っ
た

の
で
、
子
沢
山
の
倉
崎
仁
一
郎
を
羨
ん
で
い
る
。
こ
の
伊
原
青
々
園
と
の
交
流
も

松
江
中
学
校
の
出
会
い
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
倉
崎
仁
一
郎
自
身
が
、
松
江
中
学
校
の
同
窓
生
と
の
間
で
密
度
の

濃
い
交
流
を
し
て
い
る
。
友
の
つ
な
が
り
や
大
切
さ
を
、
身
を
以
て
知
っ
て
い
る

人
物
で
あ
る
。
実
は
こ
の
松
江
中
学
校
（
当
時
は
「
島
根
県
中
学
校
」）
の
同
窓

会
創
立
に
当
た
っ
て
、
倉
崎
仁
一
郎
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
資
料
に
よ
り
分

か
っ
た
の
だ
。
そ
の
際
、
件
の
「
以
文
会
友
、
以
友
輔
仁
」
の
引
用
を
し
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
願
書
を
引
用
し
、
末
尾
に
写
真
を
添
付
し
た
。（
傍
線
は
宮
﨑
）

　
　
　
　
　

願
書

多
罪
ヲ
顧
ミ
ス
敢
テ
願
上
奏
度
儀
有
之
候
、
即
チ
今
般
同
志
ヲ
糾
合
シ
同
窓
学
生

会
ナ
ル
者
ヲ
組
織
致
度
候
ニ
就
キ
御
学
校
講
堂
ヲ
会
場
ニ
拝
借
支
度
事
ニ
御
座

候
、
然
レ
共
方
今
奇
怪
ナ
ル
会
世
上
ニ
多
ク
有
之
候
ヲ
以
テ
カ
ヽ
ル
会
ト
同
視
サ

ル
ヽ
ノ
嫌
ヲ
防
ガ
ン
為
ニ
聊
カ
本
会
ノ
旨
趣
ヲ
陳
述
仕
リ
以
テ
閣
下
ノ
寛
大
ナ
ル

御
許
ヲ
仰
キ
奉
候
、

抑
モ
本
会
ヲ
組
織
致
候
旨
趣
ハ
生
等
修
身
学
ノ
教
授
ニ
於
テ
嘗
承
リ
シ
所
ノ
曽
子

所
謂
君
子
以
文
会
友
輔
仁
ノ
格
言
ヲ
遵
守
致
セ
シ
モ
ノ
ニ
テ
候
、
蓋
シ
学
ヲ
講
シ

以
テ
友
ヲ
会
ス
レ
バ
則
道
益
々
明
ニ
相
成
ベ
ク
善
ヲ
取
リ
テ
以
テ
仁
ヲ
輔
ク
レ
バ

則
道
徳
日
ニ
進
ム
真
理
ニ
候
ヘ
バ
、
道
明
ニ
徳
進
マ
ン
ト
ノ
事
ヲ
願
フ
吾
々
学
生

タ
ル
者
ニ
取
テ
ハ
本
会
ニ
誠
ニ
必
須
欠
ク
可
カ
ラ
ザ
ル
緊
要
的
ノ
者
ト
自
ラ
信
シ

居
候
、
生
等
熟
々
吾
雲
州
学
生
ノ
会
ヲ
見
ル
ニ
文
ヲ
以
テ
友
ヲ
会
ス
ル
者
ハ
不
尠

候
得
共
、
共
ヲ
以
テ
仁
ヲ
輔
ク
ル
者
ハ
寂
々
晨
星
ノ
如
ク
ニ
思
ハ
レ
候
、
殊
ニ
亦

其
講
談
討
論
ス
ル
所
ノ
者
モ
概
ネ
吾
国
体
ニ
政
治
ニ
関
シ
或
ハ
適
々
学
術
ヲ
以
テ

名
ス
ル
者
ア
レ
共
独
リ
政
治
メ
キ
タ
ル
者
ノ
ミ
ニ
限
ル
ハ
生
等
甚
タ
傍
ヲ
痛
ク
思

フ
所
ニ
テ
候
、
元
来
学
識
乏
シ
ク
而
シ
テ
血
気
未
ダ
定
ラ
ザ
ル
青
年
輩
ノ
政
治
ヲ

論
ス
ル
時
ハ
遂
ニ
其
心
荒
蕪
シ
高
遠
ニ
驚
セ
軽
躁
ニ
走
ル
恐
レ
ア
ル
モ
ノ
ニ
テ
候

ハ
生
等
ノ
深
ク
此
ニ
注
意
シ
戒
ニ
戒
ヲ
加
ヘ
テ
本
会
ニ
決
シ
テ
軽
躁
子
弟
ノ
風
潮

ニ
従
ヒ
、
流
俗
ニ
徇
フ
如
キ
拙
策
ヲ
可
不
取
候
、
本
会
ノ
主
ト
ス
ル
所
ハ
生
等
中

学
生
ニ
適
ス
ル
者
ノ
ミ
ニ
シ
テ
或
ハ
文
学
ニ
於
テ
、
理
学
ニ
於
テ
英
学
ニ
於
テ
漢

学
ニ
於
テ
互
ニ
其
思
想
ヲ
吐
露
シ
質
義
ヲ
発
シ
講
論
ス
ル
規
則
ニ
御
座
候
ヘ
バ
コ

レ
ヲ
以
テ
同
窓
学
生
会
ノ
特
徴
ト
ナ
シ
、
カ
ノ
奇
怪
ナ
ル
流
行
ノ
会
ト
ハ
充
分
区

別
シ
得
ベ
キ
者
ト
自
信
仕
候
、

然
レ
共
生
等
ノ
旨
趣
ハ
独
リ
之
レ
而
己
ニ
テ
無
御
座
候
生
等
之
更
ニ
大
ニ
欲
ス
ル

所
ノ
者
ハ
、
カ
ノ
格
言
ノ
以
友
輔
仁
ノ
意
ニ
有
之
候
、
生
等
自
ラ
反
省
ス
ル
ハ
人

川
端
康
成
と
「
以
文
会
友
」　
― 

島
根
県
中
学
校
の
同
窓
学
生
会
願
書
に
つ
い
て 

―
　
　
　
宮
﨑
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ヲ
推
ス
ニ
吾
中
学
生
ハ
卑
屈
ニ
過
ギ
候
カ
ノ
様
ニ
思
ハ
レ
候
今
本
会
会
員
ハ
互
ニ

善
ク
導
キ
忠
ニ
告
ケ
以
テ
固
有
ノ
弊
風
ヲ
矯
正
シ
テ
活
発
ノ
気
象
ヲ
養
成
ス
ル
旨

趣
ニ
御
座
候
、
然
レ
共
所
謂
活
発
ノ
気
象
ト
ハ
寧
ロ
孟
子
所
謂
浩
然
ノ
気
ヲ
養
フ

ノ
意
ニ
テ
候
テ
、
貴
重
ス
ベ
キ
気
風
ヲ
養
成
ス
ル
ト
共
ニ
、
本
会
ハ
カ
ノ
不
遜
ヲ

以
テ
学
生
ノ
殊
有
ト
シ
、
他
人
ヲ
軽
侮
蔑
視
ス
ル
ガ
如
キ
悪
徳
ヲ
艾
除
ス
ル
覚
悟

ニ
テ
候
、
語
ヲ
替
ヘ
テ
言
ハ
ヾ
本
会
ハ
学
生
ニ
必
要
ナ
ル
徳
義
ヲ
養
成
ス
ル
旨
趣

ニ
御
座
候
、
殊
ニ
本
会
ハ
吾
中
学
校
ニ
教
育
ヲ
受
ケ
シ
人
ヲ
限
リ
テ
会
員
タ
ル
ヲ

得
セ
シ
ム
ル
ト
モ
、
或
ハ
素
行
修
マ
ラ
ザ
ル
人
ア
レ
バ
本
会
ハ
其
入
会
謝
絶
シ
、

亦
会
員
中
徳
義
ヲ
失
ヒ
テ
本
会
ノ
面
目
ニ
関
ス
ル
者
有
之
候
節
ハ
、
断
然
之
ヲ
駆

逐
シ
テ
本
会
々
員
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
奪
フ
約
ニ
候
ヘ
バ
、
又
大
ニ
吾
中
学
校
生
徒
ノ

品
行
上
ニ
結
果
ア
ル
督
貴
ナ
ラ
ン
カ
ト
信
シ
居
候
、

方
今
吾
中
学
校
ハ
同
窓
ノ
下
ニ
同
教
師
ノ
教
ヲ
蒙
リ
居
候
得
共
、
其
交
誼
友
情
ナ

ル
者
甚
ダ
薄
ク
、
秦
人
越
人
ヲ
見
ル
ガ
如
キ
有
様
ア
ル
ハ
、
生
等
ノ
余
リ
感
服
セ

ザ
ル
所
ニ
テ
候
、
又
当
時
動
モ
ス
レ
バ
懇
親
会
親
睦
会
等
ノ
名
ヲ
仮
リ
テ
其
実
酒

盃
以
テ
楽
ム
ノ
者
有
之
候
ハ
、
生
等
ノ
心
得
ザ
ル
点
ニ
候
、
今
ヤ
本
会
ノ
如
キ
ハ

酒
ヲ
待
テ
交
ヲ
結
ブ
ガ
如
キ
拙
策
ヲ
取
ラ
ザ
ル
可
ク
候
、
必
ズ
学
問
ト
品
行
ト
ヲ

以
テ
交
ヲ
結
ベ
ハ
誠
ニ
一
挙
両
得
カ
ト
存
候
、
如
斯
吾
中
学
生
団
結
シ
文
ヲ
以
テ

道
ヲ
明
ニ
シ
善
ヲ
取
リ
テ
以
テ
仁
ヲ
進
メ
ハ
、
生
等
ノ
修
身
教
授
ニ
対
ス
ル
素
志

ノ
万
一
ヲ
示
ス
ニ
足
ル
可
ク
、
且
吾
中
学
生
ノ
思
想
ト
体
面
ト
ヲ
善
美
ニ
シ
、
人

ニ
対
シ
テ
愧
ヂ
ズ
外
以
テ
人
ノ
侮
ヲ
防
ク
ニ
足
ラ
ン
カ
ト
生
等
ハ
信
居
候
、

如
斯
旨
趣
ニ
テ
本
会
ヲ
設
立
仕
候
間
何
卒
微
志
ノ
存
ス
ル
所
ノ
者
ヲ
採
用
ニ
相

成
、
一
週
間
一
度
ノ
割
合
ヲ
以
テ
講
談
討
論
之
用
ニ
供
セ
ン
ガ
為
ニ
、
御
校
講
堂

ヲ
放
課
後
数
時
間
拝
借
許
可
被
成
下
度
謹
テ
奏
願
上
候
。

最
モ
室
内
ノ
器
物
什
具
等
ハ
存
分
注
意
シ
毀
損
可
不
仕
、
モ
シ
マ
タ
万
一
毀
損
仕

ル
ガ
如
キ
不
都
合
有
之
候
ハ
バ
如
何
様
共
御
指
揮
ニ
従
ヒ
可
申
候
、
且
御
校
御
用

ノ
節
ハ
何
時
ニ
テ
モ
退
散
可
仕
、
万
事
従
貴
意
可
申
間
何
卒
願
ノ
筋
御
許
可
相
成

謹
テ
奉
願
上
候　

以
上

　
　
　

明
治
十
九
年
五
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
根
県
中
学
校
高
等
一
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
倉
鎮
二
郎　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
崎
仁
一
朗　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
倉
二
郎　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
津
金
之
助　

㊞

島
根
県
師
範
中
学
校
々
長

　
　
　

濱　

野　

虎　

吉
殿

　

右
指
令
左
ノ
如
シ

　
　

願
之
趣
聴
許
候
事

　
　

追
而
開
会
之
都
度
事
務
局
ヘ
可
届
出
事

　
　
　

明
治
十
九
年
五
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　

島
根
県
中
学
校
心
得　
　

濱　

野　

虎　

吉　
官
印

 

（
明
治
十
九
年
九
月
発
行
同
窓
学
生
会
雑
誌
よ
り
）

以
上
の
よ
う
に
同
窓
会
に
よ
る
交
流
が
、
互
い
を
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
こ
の
願
い
は
受
理
さ
れ
、
今
の
松
江
北
高
等
学

校
の
同
窓
会
双
松
会
発
足
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
申
請
の
四
ケ
月
ほ
ど

前
に
倉
崎
仁
一
郎
は
加
藤
逢
吉
（
大
阪
府
立
茨
木
中
学
校
初
代
校
長
）
に
会
い
、

そ
の
二
ケ
月
後
に
首
席
で
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
を
書
い
た
十
九
歳

で
あ
れ
ば
首
席
で
あ
る
の
も
頷
け
る
。
加
藤
逢
吉
は
こ
の
時
に
倉
崎
仁
一
郎
の
人

柄
を
知
り
、
明
治
二
十
八
年
に
茨
木
中
学
校
の
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
際
、
真
っ

先
に
教
師
と
し
て
招
聘
し
た
の
で
あ
る
。
茨
木
中
学
校
で
は
誰
の
目
か
ら
見
て
も

倉
崎
仁
一
郎
は
加
藤
逢
吉
校
長
の
片
腕
で
あ
っ
た
。
無
く
て
は
な
ら
な
い
茨
木
中

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
七
十
号
　（
二
〇
二
一
）
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学
校
の
名
物
教
師
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
か
ら
、
川
端
康
成
と
「
以
文
会
友
」
に
は
倉
崎
仁
一
郎
の
生
徒
葬

の
関
係
を
指
摘
で
き
る
。
倉
崎
仁
一
郎
は
学
校
で
友
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
生
徒
た
ち
に
教
え
尊
敬
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
文
学
に
対
す
る
造

詣
は
深
く
、
上
級
学
校
の
教
員
へ
と
招
聘
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

そ
れ
を
断
っ
て
茨
木
中
学
校
に
残
っ
た
こ
と
も
生
徒
た
ち
は
知
っ
て
い
た
。
断
っ

た
理
由
は
生
徒
た
ち
が
嘆
願
書
を
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
生
徒
た
ち
こ
そ
倉

崎
仁
一
郎
の
棺
を
担
い
だ
茨
木
中
学
校
十
八
回
生
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
師
弟
の
関
係
を
後
の
世
ま
で
残
し
た
い
と
い
う
川
端
康
成
の
意
向
で
生
徒

葬
の
話
は
数
度
に
渡
っ
て
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
中
学
校
二
年
生
だ
っ
た
川
端
康

成
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
を
志
し
た
の
は
、
前
述
の
タ
ゴ
ー
ル
の
影
響
が
あ
る
。

イ
ン
ド
の
詩
聖
と
い
は
れ
る
、ラ
ビ
イ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト
・
タ
ゴ
オ
ル
は
（
中

略
）「
す
べ
て
の
民
族
は
、
そ
の
民
族
自
身
を
世
界
に
あ
ら
は
す
義
務
を

持
つ
て
ゐ
ま
す
。（
中
略
）
民
族
は
彼
等
の
中
に
あ
る
最
上
の
も
の
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
美
の
中
に
真
理
を
、
真
理
の
な

か
に
美
を
見
抜
く
視
覚
を
発
展
さ
せ
て
来
た
」（
川
端
康
成
「
美
の
存
在

と
発
見
」
昭
和
四
十
四
年
五
月
）

こ
の
タ
ゴ
ー
ル
の
言
う
民
族
の
最
上
の
も
の
こ
そ
、
生
徒
葬
を
し
よ
う
と
決
め

た
生
徒
た
ち
の
心
意
気
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
師
の
棺
を
肩
に
」
を
再
び
小
説
と

し
て
発
表
し
た
の
は
戦
後
で
あ
る
が
、
日
本
の
良
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
発
表
は
、日
本
的
な
良
さ
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
危
機
感
が
伺
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
川
端
康
成
と
倉
崎
仁
一
郎
の
関
係
を
見
て
き
た
が
、
も
う
一
つ

二
人
の
共
通
点
が
あ
る
。
川
端
康
成
が
恩
師
の
葬
儀
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
て
書
い
た
文
章
「
生
徒
の
肩
に
柩
を
の
せ
て
」
が
「
団
欒
」
に
発
表
さ
れ
た
の

は
十
九
歳
で
あ
る
。
倉
崎
仁
一
郎
が
そ
の
恩
師
で
あ
る
加
藤
逢
吉
と
出
会
っ
た
の

も
数
え
の
十
九
歳
で
あ
る
。
こ
の
加
藤
逢
吉
は
茨
木
中
学
校
の
初
代
校
長
で
、
創

立
し
て
す
ぐ
に
教
え
子
だ
っ
た
倉
崎
仁
一
郎
を
招
聘
し
て
い
る
。
次
に
川
端
康
成

が
「
倉
木
先
生
の
葬
式
」
を
小
説
化
し
た
の
は
二
十
七
歳
だ
っ
た
が
、
倉
崎
仁
一

郎
が
茨
木
中
学
校
に
着
任
し
た
の
も
二
十
七
歳
で
あ
る
。
川
端
康
成
が
「
師
の
棺

を
肩
に
」
を
再
度
小
説
化
し
た
の
は
満
四
十
九
歳
十
一
か
月
（
数
え
五
十
一
歳
）

だ
が
、
倉
崎
仁
一
郎
が
亡
く
な
り
、
生
徒
葬
が
執
り
行
わ
れ
た
の
は
数
え
の
五
十

歳
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
生
涯
の
恩
師
に
出
会
っ
た
年
齢
、
生
涯
の
仕
事
を
定
め

た
年
齢
、
生
涯
最
上
の
も
の
を
世
に
示
し
た
年
齢
と
考
え
る
と
、
三
つ
の
年
齢
が

そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
川
端
康
成
の
文
学
の
出
発
点

に
倉
崎
仁
一
郎
は
外
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
川
端
康
成
の

「
以
文
会
友
」
の
揮
毫
に
は
、
倉
崎
仁
一
郎
の
影
響
を
想
定
し
て
捉
え
な
お
す
必

要
が
あ
る
。

 

（
茨
城
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
教
室　

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
受
理
）

注（
1
）
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル　

一
八
六
一
年
に
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
生
ま
れ

る
。
一
九
一
三
年
に
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
め
て
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
な
る
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

を
受
賞
し
た
。
日
本
に
は
五
回
訪
れ
て
い
る
。

（
2
）
西
田
千
太
郎　

文
久
二
年
に
松
江
の
雑
賀
町
に
生
ま
れ
る
。
島
根
県
尋
常
中
学
校
教
頭

心
得
兼
務
（
後
に
校
長
心
得
と
な
る
）
と
な
り
、
当
時
の
英
語
教
師
が
小
泉
八
雲
で
あ
っ

た
。
小
泉
八
雲
と
節
子
と
の
結
婚
の
媒
酌
人
で
も
あ
る
。
三
十
六
歳
で
結
核
に
よ
り
病
死

す
る
。
詳
細
な
日
記
は
『
西
田
千
太
郎
日
記
』（
一
九
七
六
年
六
月　

島
根
郷
土
資
料
刊

 

川
端
康
成
と
「
以
文
会
友
」　
― 

島
根
県
中
学
校
の
同
窓
学
生
会
願
書
に
つ
い
て 

―
　
　
　
宮
﨑

九
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行
会
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
中
の
人
物
の
項
目
の
中
に
「
倉
崎
仁
一
郎
」
と
あ
り
、

「
松
江
中
学
校
の
知
己
」
と
さ
れ
る
。

（
3
）
伊
原
青
々
園　

明
治
三
年
に
松
江
に
生
ま
れ
る
。
演
劇
史
の
研
究
に
努
め
、「
日
本
演

劇
史
」「
近
世
日
本
演
劇
史
」「
明
治
演
劇
史
」
を
執
筆
し
た
。

引
用
文
献

『
川
端
康
成
全
集
』
三
十
七
冊
（
昭
和
五
十
五
年
、
新
潮
社
）

水
原
園
博
『
巨
匠
の
眼　

川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
』
平
成
二
十
六
年
四
月　

求
龍
堂

羽
鳥
徹
哉
・
原
善
編
『
川
端
康
成
全
作
品
研
究
事
典
』
平
成
十
年
六
月
勉
誠
出
版

大
阪
府
立
茨
木
高
等
学
校
校
史
編
纂
委
員
会　

編
著
『
茨
木
高
校
百
年
史
』
平
成
七
年
一
月　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム　

川
端
康
成
』
一
九
八
四
年
三
月　

新
潮
社
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